
   

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあいトーク日程 

 

１ 開会 

２ 町長あいさつ 

３ 資料説明 

（１）令和３年度決算のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・   １ 

  （２）移住・定住支援室からのお知らせ・・・・・・・・・・・   ３ 

  （３）大空町の情報発信・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ５ 

  （４）マイナンバーカード・・・・・・・・・・・・・・・・・   ７ 

  （５）ごみ処理施設の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・   ８ 

  （６）大空高校と地域との関わり・・・・・・・・・・・・・・   ９  

４ 質疑応答・意見交換 

５ 閉会 



 

 

 

 

 令和３年度決算は、前年度同様に収入が支出を上回り黒字決算となりました。 

 前年度と比べ、歳入では国からの配分（地方交付税）が３億４,２００万円増加しまし 

た。認定こども園めまんべつの建設事業の終了などにより借金（町債）が７億３,２００ 

万円の減少、特別定額給付金給付事業の終了などにより国や道からの補助金が１２億 

２,９００万円減少しました。また、貯金の取崩し（基金繰入金）は１億４,５００万円減 

少しました。 

 歳出では、町内の光回線整備事業や認定こども園めまんべつの建設事業などの終了に 

より投資的経費が１６億６,５００万円の減少、特別定額給付金給付事業の終了などによ 

り補助費等が３億５,４００万円減少しています。 

 

  

 

 

●保健・医療・福祉の充実 ●産業・商工業の振興 

障がい者に対する福祉サービス等 ２．０億円 農業基盤保全の地域活動への支援 １．８億円 

認定こども園の運営補助 １．９億円 病害虫対策費 １．２億円 

認定こども園の建設補助 ５．７億円 道営農業農村基盤整備費 ２．３億円 

訪問介護などの居宅介護サービス ２．１億円 ●教育環境の充実 

施設介護サービス ３．１億円 社会教育施設整備・備品購入 １．１億円 

●生活環境の整備 ●その他 

ごみ焼却施設等の運営費 １．８億円 災害対策事業費 ３．０億円 

町道の維持補修 １．４億円   

開陽中央線の道路整備 １．８億円   

 

 

 

 

 一般会計とは別に、７つの特別会計があります。 

 水道事業のように法律で定められている会計（公営企業会計）のほか、保険料や特定 

料金収入を伴うものについても、それぞれで経理を行います。 

 令和３年度の決算は、すべての特別会計で黒字決算となりました。 

会    計 収  入 支  出 

国民健康保険事業特別会計 10 億 5,920 万円 10 億 5,743 万円 

後期高齢者医療特別会計 1 億 1,853 万円 1 億 1,834 万円 

介護保険事業勘定特別会計 7 億 5,189 万円 7 億 1,974 万円 

介護サービス事業勘定特別会計 652 万円 582 万円 

簡易水道事業特別会計 3 億 1,518 万円 3 億 1,099 万円 

下水道事業特別会計 4 億   292 万円 3 億 9,444 万円 

個別排水処理事業特別会計 3,226 万円 3,129 万円 

一 般 会 計 収入 96 億 9,063 万円 支出 94 億 9,012 万円 

主な事業 ※１億円以上の事業 

特 別 会 計 

1



まちづくりの指針「第 2 次総合計画」では令和７年度までの間、行政サービスの内容だ

けでなく、まちの家計が今後どうなるのか見通しを立て毎年見直しをしています。 

下の表は総合計画の見通しに基づき、次の２つのグラフで平成 19 年度（合併直後）～

令和７年度の一般会計の推移を示しています。 

 

【 表の見方 】 

・棒 グ ラ フ・・・国からの配分（地方交付税） 

・折れ線グラフ・・・町の貯金（基金）残高 

 

 

  

  地方交付税（棒グラフ）は・・・ 

地方交付税は、まちの収入の約４割を占めている国からの配分です。地方交付税の 

増減は、町の台所事情にとても大きな影響を及ぼすものです。 

今後は大きな増減はなく、３７～３９億円程度で推移すると推計しています。 

  

貯金残高（折れ線グラフ）は・・・ 

毎年、将来のためにできるだけ貯金を使わないようにやりくりをしています。令和 

  ３年度は貯金が４，４００万円増えました。 

今後も、できるだけ貯金を減らさないように計画的に使っていきます。 

  

今後の見通しは・・・ 

折れ線グラフのとおり貯金残高は減少していきますが、これからも経費節減の徹底 

や、これまで行っていた行政サービスの見直しや廃止を検討するなど、右肩下がりの 

角度が少しでも緩やかになるように財政運営をしていきます。 

3,864 

4,123 3,864 

2,501 

4,765 
5,197 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

国からの配分（地方交付税） 一般会計の貯金残高（奨学基金除く）

R7貯金残高

46億1,200万円

地方交付税のピーク

44億3,400万円

貯金残高のピーク

55億5,700万円

(単位：百万円)
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年度 相談件数 移住件数 移住者数 

Ｒ２ ２６ ２ ２ 

Ｒ３ ４２ １８ ３０ 

Ｒ４* ５９ １８ ３５ 

移住・定住支援室からのお知らせ 

 

移住相談 

増えてます！ 

コロナ禍で地方への移住や二拠点生活の関心が高まり、町への移住相談件数は

増加しています。特に、自然豊かでありながらも空港を有する利便性の高い大

空町は人気があり、東京で開催された「北海道移住・交流フェア」には多くの

方が相談に訪れました。 

PROTO 

OZORA 

プロジェクト 

そんな中、大空町の「立地や環境」だけでない、より一層の魅力づくりと PR の

ため「PROTO OZORA(プロト・オオゾラ)」プロジェクトをスタートしました。 

*11月末現在 

「北海道移住・交流フェア」に参加しました！ 

R2から右肩上がりで相談件数が増えています。 

移住者数も昨年度を上回る状況です。 

大空高校生×クリエイティブ企業 R/GAによる「関係人口創出」プロジェクト 

第一弾として、町の「関係人口創出」をテーマに、大空高校生が R/GA のメンバーと一

緒にアイデアづくりを行い、公開による町への政策提言を行いました。生徒たちが提言

してくれたアイデアは、次年度に向け、多くの企業や町民の皆さんにもご協力をいただ

きながら実装を目指し、最終的な定住人口の増加に取り組みます。 
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空き家等を売りたい 

又は貸したい方 ホームページ 

掲載 空き家登録 利用希望 

空き家を買いたい 

又は借りたい方 

情報提供 情報提供 

大空町 

空き家バンク 

 

お持ちの空き家等をぜひ空き家バンクにご登録ください！ 

 

住み替え促進 

助成金 

●買った方・借りた方への助成 

・１戸建住宅を借りて住み替え・・・5,000円(上限)×12か月 

・１戸建住宅を買って住み替え・・・200,000円(上限) 

 →１年以内に改修した場合・・・ 300,000円(上限) 

 ●住宅を売った方への助成 ・・・ 50,000円 

＊空き家等…空き家の他、空き地、空き店舗、空き事業所を含みます。 

＊上記に記載の他、空き店舗・空き事業所の住み替え助成もあります。 

移住・定住の促進のために 

相談件数が増える中、移住を検討される多くの方が、「空き家」の利用（賃貸・売買）を

希望されています。しかしながら、需要に対し供給が追い付いていない状況です。もし、

お持ちの空き物件がありましたら、「空き家バンク」へのご登録をお願いします。 

空き家等情報・空き家等利用希望登録をした方同士で売買又は賃貸が成立した場合、「住

み替え促進助成金」をご利用いただけます。 

大空町への定住をサポートする活動に参加しませんか？ 

「大空町に定住をサポートする会」では、移住を検討されている方に向けた町巡りツア

ーなどのイベント開催や、移住してきた方へのサポート活動を行っています。 

大空町の魅力を伝えるサポーターとして一緒に活動していただける方を募集していま

す。まずはお気軽にお問合せください！（移住・定住支援室 内線 341） 

 

関係人口づくり  移住・定住の促進に向け、 

皆様のご協力をよろしくお願いします。 

ｵｵｿﾞﾗｲﾌ HP 

はこちら！ 
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地デジ広報（ＵＨＢ）

　町の行政情報や地域ニュースをテレビを通して発信しています！

　放送局は北海道文化放送（UHB/８チャンネル）です。

　テレビを見ながら大空町の情報を

　チェックできますので、どうぞご覧

　ください！

　●放送局：

　　北海道文化放送
　　　※リモコンの操作方法はこちら⇒

Ｔｗｉｔｔｅｒ（ツイッター）

～様々な広報媒体～

Twitter(ツイッター)

町のイベントや行政情報を、よりタイムリー

にお届けします！

●アカウント名：大空町公式アカウント

●アカウントID：@town_ozora

　Twitterアカウントはこちら→

大空町の情報発信について大空町の情報発信について

Instagram（ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ）

町内のオススメや景色の写真等を配信中！

「#おおぞら日和」を付けてどしどし投稿し

てください。また「大空町のとっておきフ

ォトコンテスト2022」も開催中！

（次回：1月1日～2月28日）

たくさんの応募をお待ちしています！

●アカウント名：大空町

●アカウントID：@town_ozora

　Instagramアカウントはこちら→

ＦＭあばしり

　町の行政情報や地域ニュースをラジオ

を通して発信しています！

●番組名：大空インフォメーション

●放送日時：　毎週金曜日（各５分）　

　　　　　　①午前１１時５４分〜

　　　　　　②午後５時４５分〜

●FMあばしりの放送周波数：７８.７MHz

※アプリでも聞くことができます。

※放送時間は変更になることがあります。

視聴アプリの

ダウンロード

はこちら↑

ホームページ

町の緊急情報や新着情報、各種手続きの方

法、申請書のダウンロードなど、ホームペー

ジを見ることで、町の情報が全てわかるよ

う日々更新しています。

なお、令和５年４月からの、全面リニュー

アルに向けて現在準備中！

町民みなさんにとって見やすく、利用しや

すいホームページを目指していますので、

どうぞご覧ください。

　　　　　　　HPはこちら→

町

。
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総務課 企画グループ（内線２０５）総務課 企画グループ（内線２０５）

　今年度から配信を開始した地域情報アプリ

「そらっきーナビ」は、もうダウンロードしま

したか？

　そらっきーナビ（略して「そらナビ」）は、大

空町の情報を町民みなさんにお届けするアプ

リで、町民ダウンロード１００％を目標に、町

の情報を日々発信しています。

　そらナビには、緊急情報のほか、ゴミ出しや

慶弔のお知らせなど生活に役立つ便利な機能

が盛りだくさん！まだダウンロードしていな

い方は、下のQRコードからぜひダウンロード

してください！

～町民ダウンロード100％を目指しています！～

大空町の情報発信について大空町の情報発信について
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●表面は本人の顔写真、氏名、住所、 

生年月日、性別、裏面にはマイナンバーが 

記載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「申請書に写真を貼って郵送」、「街中の証明写真機」、「スマホ」、「パソコン」で申請出来ます。 

  ※申請には申請書に記載されている『申請書ＩＤ』が必要です。 

★役場、総合支所の戸籍窓口でマイナンバーカードの申請支援も行っております。 

申請用の顔写真も撮影しますので、次の持ち物を持参して下さい。 

【持ち物】個人番号カード交付申請書、本人確認書類（運転免許証や健康保険証） 

  ※申請書を失くされた方は役場、総合支所の戸籍窓口で再発行をすることができます。 

  ※マイナンバーカードの申請後、約１か月後に受け取りご案内のはがきをお送りします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大空町での普及率は、全国平均より

低い状況となっています。 

今後はマイナンバーカードで「出来る

こと」が増え、利用が拡大していきます

ので、まだ申請をされていない方はぜひ

とも申請をお願いします。 

２０２４年秋頃、現行の健康保険証は原則廃止となり、 

マイナンバーカードが保険証の代わりとなります。 

また、同年頃に運転免許証との一体化が予定されています。 

 

※専用のアプリが必要です。（新型コロナワクチン接種証明書アプリ） 

※確定申告（ｅ－Ｔａｘ）、年金（年金ネット）各サイトで事前の登録が必要です。 

マイナポイント事業の手続きはスマホ・パソコン以外に役場、総合支所の 

戸籍窓口で申請支援も行っております。 

マイナポイント事業は１２月末までにマイナンバーカードの申請をされた方 

が対象になりますので、お気軽にご相談ください。 

お問い合わせ先 

福祉課戸籍保険グループ ７４－２１１１（内線１０２） 

住民福祉課住民グループ ６６－２１３１（内線４４１） 
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大空町では３つの施設で「ごみ処理」を行っています。「燃やすごみ」は焼却処理施設で焼却

し、「燃やせないごみ」は最終処分場に埋め立て、「資源物」はリサイクルセンターで再資源化

を図るための処理をしています。 

 現在の最終処分場の埋め立て期間は、平成１６年の稼働開始から１５年を経過した平成３１

年３月までとなっていましたが、町民みなさんの分別のご協力もあり満杯になるまで、現在の

状況から８年から１０年ほどを見込める状況にあります。 

 さらに埋立地を長持ちさせるためには、できるだけ「燃やすごみ」を焼却して「燃やせないご

み」を減らしていかなければなりません。 

 焼却処理施設は、昭和５９年に稼働を開始してから 

３７年が経過し、平均的な使用年数である３０年を既 

に超えています。大規模改修からも１８年が経過し、 

設備機器の故障や修繕経費の増加のほか、施設自体 

の老朽化といった多くの問題が見られるようになりま 

した。 

 このような状況の中、新しい施設整備について、将 

来どのようにしていくかの検討を進めています。 

施設整備に関しては、町民みなさんのご理解が必要不可欠です。 

今後も各種集会・懇談会、広報誌などを通じて町民みなさんに周知しな

がら検討を進めていきます。ご理解とご協力をお願いします。 

ごみ処理施設（焼却処理施設）の整備について 

①  焼却処理施設の新規整備 

●焼却処理施設は、昭和５９年に稼働を開始してから３７年が経過し、老朽化により維持管理

費が増加している状況です。 

最終処分場を長持ちさせるためには、ごみの減容化が必要となることから、現在の焼却処理

施設を更新する必要があります。 

●国の交付金を活用するためには、他の自治体と連携して広域で処理施設を整備することが要

件とされています。 

 現在、最終処分場の更新時期が近い１市４町（網走市・美幌町・斜里町・小清水町・大空町）

で協議・検討を進めています。 

 

②  焼却処理施設の新規整備場所 

●焼却処理施設の新規整備場所については、１市４町の中で唯一、焼却処理施設を稼働し、焼却

処理に関する知識を有する大空町を第１候補地として要請されています。 

 現在の焼却処理施設に近い、しらかば台スキー場奥の町有地を候補地として示させていただ

いています。 

 
③  施設整備の想定スケジュール 

●計画期間、整備実施期間については、最低でも７年の年月を要します。今後は令和１０年度の

供用開始を目指して協議を進めます。 
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大空高校と地域との関わりについて

令和５年度からコミュニティ・スクールを開始

Point

地域学校協働活動とは？
地域住民等の参画を得て、「学校を核とした地域づくり」をめざした、
学校と地域が相互に連携・協働して行う様々な活動のこと

地域資源を理解し、魅力を伝えた
り地域活性化のための方策を考え、
実践する学習活動

学びによるまちづくり

地域住民や民間企業の参画を得て、
放課後等に行う、部活動や体験・
交流といった多様な活動

放課後教室（地域課外活動）
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地域や企業による多様な協力活動

地域住民による授業の補助や企
業による出前授業等の教育プロ
グラム

地域イベントにおけるボランティア
体験学習、お祭りへの参加

地域の行事、ボランティアの参画

大空
高等学校

地域学校協働活動のために地域学校協働本部を設置

地域学校協働本部
幅広い地域住民や団体等の
参画により形成された

緩やかなネットワーク

地域住民等

保護者・自治会・
商工業者・観光業
者・企業・団体・
民生委員・福祉
会・女性部・青年
団体本部の３つの要素

①コーディネート機能
②多様な活動 ③継続的な活動

参
画

コーディネーターの配置
・地域や学校の実情に応じた協働活動
の企画・立案
・学校や地域住民、企業・団体等の関
係者との連絡・調整
・地域ボランティアの募集・確保

地域学校
協働活動
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地域学校協働本部
【地域学校協働活動推進員】

地域学校協働活動内容の企画立案
地域学校活動費の予算、決算書の作成
地域学校活動費の管理・執行

大空町から補助金
（500千円）

自治会から支援
（＠100円/世帯）

町内企業から支援
（＠10～50千円/企業）

地域学校協働活動事業

収入

支出
高校保護者から支援
（＠1,000円/世帯）

地域学校協働活動のための運営資金

地域学校協働活動事業内容（案）

高校学校祭への町民参加

商工業者による出店
町民によるマルシェ

寮生の地域生活の充実

・寮生の交流バス遠足
・寮生の農業や酪農の体験学習
・寮生の地域イベントへの参加
・寮生と地域住民の交流イベント

「そら親・そら孫」事業

・寮生のホームステイ・ホームパーティ参加
・寮生の通院支援・寮生の部活動（大会）応援
・寮生による高齢者宅の除雪や電球の取り換え

高校生Café事業

・高校生Caféの場所の提供、経営指導
・高校生Caféの食材提供
・高校生Caféのメニュー作成支援

・陶芸、料理、写真
・卓球、野球、ソフトボール、バレー
・茶道、生け花、着物の着付け、そば打ち

高校生住民活動参加事業
地域学校協働本部において
地域学校協働活動を企画
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学校と地域がパートナーとなることで

大空高校交流拠点施設の活用

保護者・地域住民も教育の当事者
になることで、責任感を持ち、積
極的に子どもの教育に携わるよう
になる

保護者・地域住民が学校運営や教
育活動に参画することで、大人の
生きがいにつながり、子どもたち
の学びや体験が充実する

令和５年４月供用開始

高校を核とした人材育成と地域の活性化に資するため、生徒と
地域内外の人材との交流を通じた学びの場として活用する。
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